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ソチオリンピックも終わりました。競技が深夜、早朝にあったため、寝不足になった方も多

かったことでしょう。若い選手の台頭やジャンプの原田選手の頑張りに心を奮い立たせた方

もおられたのではないでしょうか。先月のお便りで原田選手のエピソードをご紹介したばか

りでしたので、銀メダルの朗報、本当に嬉しかったです。 

 選手の皆さんは一様に、「自分一人の力ではなく、支えてくれた周囲の方のおかげで」とい

う旨のコメントを出されます。コーチやトレーナー、栄養やメンタル面の管理などなど、ト

ップクラスの選手にはたくさんのスタッフがチームを組んで記録の更新を目指すのだと思い

ます。それ故に周りの期待に応えなければという重圧もかかるでしょう。私達凡人には計り

知れない程の気苦労があることと思います。目下受験シーズン真っ最中。受験生の皆さんも

頑張ってください。そして 2020 年は東京オリンピック。どんな感動のドラマが繰り広げら

れるのでしょうか。楽しみですね。 

 ２月はお口周りのしわを改善する「ヒアルロン酸」の注入セミナーにスタッフと参加しま

した。気になっていた部分がその場で改善するので、モデルの皆さん(ほとんどが参加された

ドクターの奥様でした)は大喜びでした。現在の抗加齢医学を活用すれば、１２０歳まで生き

ることが可能だそうです。寝たきりで長生きするのではなく、元気でぴんぴんころりと生涯

を全うしたいものです。 
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働くってどういうこと？ 

水谷
みずたに

 謹人
もりひと

             

みやざき中央新聞社説 25 年 8 月 19 日 

 同世代の友人・知人の子どもさんが社会人になる年頃になった。 

 そういう話題になった時、最近ちょっと気になり始めたのが、せっかく就職できたのに最初の職

場を２、３年で辞め、とりあえずアルバイトをして働いている子がとても多いということだ。 

 「仕事が忙しすぎて休みがない」「職場の人間関係が嫌で」「仕事がきつくなってきて」など、

いろいろ理由はあるようだ。 

 生きるためにがむしゃらに働かなければならなかった祖父母の世代や、働くことで豊かな生活を

手に入れ、それが家族を守ることだと信じてきた親世代の価値観とは大きく何かが違う。 

 「しもやん」の愛称で、５０００人以上の人たちに「一筆入魂」というメルマガを発信している

下川浩二さんは、生活の糧を得るために働くことを「ライス
．．．

ワーク」と呼んでいる。 

 かつて、ほとんどの日本人の働き方は「ライスワーク」だった。しかし、21世紀になってもまだ

「ライスワーク」の考え方で働いていると、前述したような理由で簡単に退職してしまう。 

 もしかしたら、今の学校教育の中に「働くとはどういうことなのか」という考え方が抜け落ちて

いるのではないだろうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 多摩大学教授、田坂広志さんの『仕事の思想』に、こんなエピソードがある。 

 田坂さんには、ジャズをこよなく愛する友人がいた。学生時代は、「ジャズの道で生きていきた

い」とまで思っていた。 

 しかし、卒業と同時に彼は商社に就職した。卒業式の後、彼は田坂さんにこう話した。「これか

らは、会社で働く俺がジャズを愛するもう一人の俺を食わせていくんだ。」食うための仕事と、や

りがいのある趣味を区別し、仕事は趣味を支えるためにあると、彼は考えていた。 

 ３年後、田坂さんは彼と再会した。ジャズの話を酒の肴に語り合った。別れ際に「仕事の調子は

どう？」と聞いた。彼は言った。「困ったことに仕事が面白くなってきてしまった」 

 それから７年後、２人は再開した。彼は 10 年選手の商社マンになっていた。彼の口からこんな

言葉が出てきた。 



「最近になってようやく仕事が見えてきた。やりたい仕事が出来るようになってきた。」酒を飲

み交わす 2人の間にジャズの話は出てこなかった。 

更に５年の歳月が流れた。中堅のビジネスマンになっていた彼が何気なくこう言った。「仕事っ

て心をこめてやれば何でも面白いよ。」 

それからさらに 10 年が過ぎた。50 の声を聞く年齢になっていた。田坂さんの目には、商社マン

という仕事を天職のように思っている、脂の乗り切った旧友の姿が映った。 

仕事をすれば必ず「報酬」がある。最初は給料だ。それを生活の糧にしていく。 

しかし、「ライスワーク」が目的になっていたら、本当の仕事の喜びは見えない。 

田坂さんの友人は「仕事が面白くなってきた」と話していた。下川さんはその段階を「ライク
．．．

ワ

ーク」と呼んでいる。即ち、好きなことを仕事にできればいいが、それができなければ今の仕事を

好きになることである。好きなことをやっていくとどんどん力が付いてくる。その時、仕事の報酬

は「能力の向上」になる。 

さらに心を込めていけば、好きな仕事は人生をかけてもいいと思える仕事、即ち「ライフ
．．．

ワーク」

になる。 

下川さん曰く、「ライフワークを極めていくと、多くの人に喜びを与え、社会に光を当てられる

ようになっていきます。その仕事を『ライト
．．．

ワーク』といいます。」 

私たちが到達すべき仕事とは、まさに「ライトワーク」なのではないか。田坂さんに言わせると、

「その時の仕事の報酬は人間としての成長である。」 

今、若い子たちが親や祖父母世代とは違う働き方をしようとしている。なのに、「ライスワーク」

から脱却する考え方がうまく伝えられていないように思う。 

問題は仕事そのものではなく、仕事に対する考え方なのである。  

 

 

 

 

 

 

  

 ２月、３月になると、就職、進学を控えた学生さんの駆け込み受診が増えてきます。虫歯のたくさんある

子は連日のように通院します。 

七五三、という言葉があります。就職して３年以内に辞める割合が、大卒３割、高卒５割、中卒７割とい

うものだそうです。始めはつらいこと、苦しいことの方が多いと思いますが、「石の上にも３年」という言

葉は死語になってしまったのでしょうか。 

私のような仕事は転職しようにも他にできる仕事がないので、この仕事で生きていくしかありません。こ

の社説にあるように、何の仕事も一生懸命やり続けることでやりがいや楽しさが分かってくるものだと思い

ます。私も働き始めて２５年。まだまだ納得のいく仕事は出来ていないというのが本心です。なので、講習

会に出たり、教材を購入したりして勉強を続けていますが、患者様から「ありがとう」という言葉をいただ

くと、更に頑張ろうという気持ちになるものです。 

「自分に向いていない」と思ってすぐに辞めてしまう様では次の仕事も長続きはしないでしょう。最近は

ブラック企業という会社もあるようですが、会社が悪い、社会が悪い、などと不平不満を並べて転職を繰り

返すようでは幸せな人生を歩むことはできないと思います。やはり、２０代、３０代はがむしゃらに頑張る

時期ではないでしょうか。 

当院にも新年度から新卒の衛生士が２人入ります。彼女達にはスキルの向上だけではなく、人生の糸を丁

寧に紡いで幸せな生き方を歩んでほしいと思います。（平均年齢がぐんと下がります） 
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